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   Ｈ０３Ｈ    9/17     　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】令和1年6月17日(2019.6.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フィルターを備えるフィルター回路であって、
　前記フィルターは、
　　第１のフィルターポートを第２のフィルターポートに接続する直列信号経路と、
　　前記直列信号経路内に配置されたノード、前記ノードの各々は、それぞれ並列分岐を
介して固定電位に接続される、と、
　　前記直列信号経路及び前記並列分岐に配置された共振部、前記共振部は、
　　　第１の並列分岐内に配置されたカスケード接続された共振部の第１のセットと、
　　　前記直列信号経路内に配置されたカスケード接続された共振部の第２のセットと
　　を備える、と、
　　第１のコンデンサーまたは第２のコンデンサーのうちの少なくとも１つ、前記第１の
コンデンサーは、前記第１の並列分岐と直列または並列に配置され、前記第２のコンデン
サーは、前記直列信号経路と直列または並列に配置される、と
　を備え、前記並列分岐は、前記並列分岐における前記共振部の容量と、前記並列分岐に
おける前記共振部と並列または直列に接続された第３のコンデンサーとから生じる総容量
を有し、
　前記総容量は、１つの並列分岐を除いて同じである、
　フィルター回路。
【請求項２】
　前記共振部は、電気音響共振部である、請求項１に記載のフィルター回路。
【請求項３】
　前記カスケード接続された共振部の第１のセットは、直列に接続された１個～８個の共
振部を備える、請求項１に記載のフィルター回路。
【請求項４】
　前記第２のコンデンサーは、前記カスケード接続された共振部の第２のセットと前記第
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１のフィルターポートとの間の前記直列信号経路中に配置され、前記第１のコンデンサー
は、前記カスケード接続された共振部の第１のセットと並列に配置される、請求項１に記
載のフィルター回路。
【請求項５】
　前記第１または第２のフィルターポートのうちの少なくとも１つに接続された１つまた
は複数の受信分岐または１つまたは複数の送信分岐のうちの少なくとも１つをさらに備え
、１つまたは複数の送信分岐は、異なる送信帯域における送信のために構成され、前記１
つまたは複数の受信分岐は、異なる受信帯域における受信のために構成される、請求項１
に記載のフィルター回路。
【請求項６】
　前記フィルターは、デュプレクサの受信フィルターまたは送信フィルターである、請求
項１に記載のフィルター回路。
【請求項７】
　前記第１のフィルターは、前記直列信号経路内の前記第２のフィルターポートに最も近
い前記共振部のうちの１つから下流に配置された第４のコンデンサーを備え、前記第２の
コンデンサーは、前記カスケード接続された共振部の第２のセットから上流に配置され、
前記第３のコンデンサーの各々は、前記カスケード接続された共振部の残りのセットの間
に配置される、請求項１に記載のフィルター回路。
【請求項８】
　前記直列信号経路中に配置されたダブルモード弾性表面波（ＤＭＳ）フィルターをさら
に備える、請求項１に記載のフィルター回路。
【請求項９】
　フィルター回路は、チップ部品であり、
　前記共振部は、弾性表面波（ＳＡＷ）１ポート共振部であり、前記共振部は、共通チッ
プ上に配置され、前記第１のコンデンサーまたは前記第２のコンデンサーのうちの少なく
とも１つは、２つのコンデンサー電極を有する平板コンデンサーとして前記チップ上に実
現され、導体トラックに対して平面形状において共有され、誘電体層がそれらの間に配置
され、
　前記チップ部品の追加の機能層と共に前記誘電体層は、同じ材料および同じ層厚を備え
、
　前記第１のコンデンサーまたは前記第２のコンデンサーのうちの前記少なくとも１つの
下部電極は、前記１ポート共振部のうちの１つのメタライゼーションから形成され、
　前記第１のコンデンサーまたは前記第２のコンデンサーのうちの前記少なくとも１つの
上部電極は、前記フィルターの接続パッド上に作成されるパッド肥厚化から形成される、
　請求項１に記載のフィルター回路。
【請求項１０】
　前記誘電体層は、別の１つと交差する前記フィルター回路の導体トラック部の間の絶縁
のために使用される絶縁層と共に前記コンデンサー電極の間に作成される、請求項９
に記載のフィルター回路。
【請求項１１】
　前記誘電体層は、正の温度係数を有する材料を備える、請求項９に記載のフィルター回
路。
【請求項１２】
　前記第１および第２のコンデンサーは、外部のディスクリートコンデンサーとして埋め
込まれた、または低温度同時焼成セラミック（ＬＴＣＣ）または積層体に一体化されたも
ののうちの少なくとも１つである、請求項１に記載のフィルター回路。
【請求項１３】
　フィルターを備えるフィルター回路であって、
　前記フィルターは、
　　第１のフィルターポートを第２のフィルターポートに接続する直列信号経路と、
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　　前記直列信号経路内に配置されたノード、前記ノードの各々は、それぞれ並列分岐を
介して固定電位に接続される、と、
　　前記直列信号経路及び前記並列分岐に配置された共振部、前記共振部は、
　　　第１の並列分岐内に配置されたカスケード接続された共振部の第１のセットと、
　　　前記直列信号経路内に配置されたカスケード接続された共振部の第２のセットと
　　を備える、と、
　　第１のコンデンサーまたは第２のコンデンサーのうちの少なくとも１つ、前記第１の
コンデンサーは、前記第１の並列分岐と直列または並列に配置され、前記第２のコンデン
サーは、前記直列信号経路と直列または並列に配置される、と
　を備え、前記直列信号経路におけるカスケード接続された共振部のセットの各々は、前
記カスケード接続された共振部の前記容量と、前記カスケード接続された共振部と並列ま
たは直列に接続された第３のコンデンサーのものとから生じる総容量を有し、
　前記総容量は、前記直列信号経路内に配置された前記共振部のうちの少なくとも１つを
除いて同じである、
　フィルター回路。
【請求項１４】
　フィルターを備えるフィルター回路であって、
　前記フィルターは、
　　第１のフィルターポートを第２のフィルターポートに接続する直列信号経路と、
　　前記直列信号経路内に配置されたノード、前記ノードの各々は、それぞれ並列分岐を
介して固定電位に接続される、と、
　　前記直列信号経路及び前記並列分岐に配置された共振部、前記共振部は、
　　　第１の並列分岐に配置されたカスケード接続された共振部の第１のセットと、
　　　前記直列信号経路内に配置されたカスケード接続された共振部の第２のセットと
　　を備える、と、
　　第１のコンデンサーまたは第２のコンデンサーのうちの少なくとも１つ、前記第１の
コンデンサーは、前記第１の並列分岐と直列または並列に配置され、前記第２のコンデン
サーは、前記直列信号経路と直列または並列に配置され、前記共振部は、カスケード接続
された共振部のセットとして配置され、カスケード接続された共振部のセットのカスケー
ドしている度合は、前記第１のフィルターポートからの距離が増加すると共に減少する、
と
　を備える、フィルター回路。
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